
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
５
２
回 

 浦
向
道
尾
根
の
丸
木
橋
架
け
替
え
工
事
、
鋼
鉄
製
「
川
島
橋
」
と
命
名 

 ◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
１
１
月
１
０
日(

日) 

晴 

◇
参
加
者
； 

宇
陀
市
； 

植
平
工
業
㈱
会
長 

植
平
修
氏 

新
宮
市
； 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
橋
本
梓
、
濱
野
兼
吉
、
生
熊
敏
男
・

千
満
子
、
大
江
加
代
子
、
畑
林
清
子
、
上
村
洋
司
・
和
美 

紀
北
町
； 

樋
口
義
也
、
奥
村
順
夫
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子 

熊
野
市
； 

山
川
治
雄
、
岩
本
信
行 

山
口
県
； 

野
原
龍
夫 

和
歌
山
市
； 

瀧
本
昭
太
郎 

西
宮
市
；
大
門
健
一 

堺
市
；
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
１
名
） 

 
 

 
 

 

登
山
口
に
集
結 

 
 

 
 

川
島
前
代
表
の
慰
霊 

 
 

 

撤
去
前
の
丸
木
橋 

浦
向
道
尾
根
の
架
橋
経
緯 

一
、 

平
成
２
４
年
の
暮
れ
、
瀧
本
昭
太
郎
氏
か
ら
「
尾
根
の
一
ヶ
所
が
陥
没

し
て
危
険
な
状
態
で
あ
る
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。 

二
、 

平
成
２
５
年
１
月
２
７
日
、
１
０
名
が
出
向
き
仮
橋
（
４
ｍ
、
５
本
）

を
設
置
。 

三
、 

平
成
２
５
年
３
月
３
日
、
玉
岡
、
生
熊
、
沖
崎
の
３
名
で
仮
橋
の
状
態

見
分
と
架
橋
に
必
要
な
寸
法
を
計
測 

四
、 

平
成
２
５
年
４
月
８
日
、
１
０
名
が
出
向
き
、
７
．
３
ｍ
の
間
伐
材
３

本
を
使
っ
て
再
架
橋
。 

五
、 

平
成
３
１
年
４
月
、
会
友
の
椎
木
さ
ん
か
ら
植
平
修
を
紹
介
さ
れ
、
植

平
氏
よ
り
鋼
鉄
製
橋
の
提
供
の
申
し
出
を
頂
く
。 

六
、 

令
和
元
年
６
月
２
２
日
、
植
平
氏
ほ
か
３
名
で
架
橋
現
場
に
向
か
い
現

状
の
見
分
と
採
寸
を
行
う
。
そ
の
後
、
完
成
し
た
橋
の
部
材
を
植
平
氏

単
独
で
登
山
口
に
運
び
デ
ポ
さ
れ
る
。 

七
、 

令
和
元
年
８
月
１
１
日
、
新
橋
の
部
材
荷
揚
げ
、
運
搬
、
架
橋
工
事
を

予
定
し
て
い
た
が
、
荷
揚
げ
開
始
直
後
に
川
島
前
代
表
が
急
逝
し
、
中

止
と
な
っ
た
。 

  

川
島
前
代
表
の
急
逝
以
後
、
何
回
か
に
分
け
て
新
橋
の
部
材
を
架
橋
現
場
ま

で
全
て
運
び
込
ん
だ
の
で
、
工
事
に
先
立
っ
て
の
運
搬
は
不
要
に
な
っ
た
。 

架
橋
工
事
は
６
～
７
人
で
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
行
事
は
今
年
６
月
に
行
っ
た

釈
迦
如
来
像
土
台
修
復
と
併
せ
、
本
年
の
二
大
行
事
の
一
方
で
あ
り
、
今
回
の

行
事
を
「
慶
事
」「
お
祝
い
事
」
と
位
置
付
け
る
事
と
し
て
会
友
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
２
１
名
の
大
人
数
の
参
加
と
な
っ
た
。 

 



 
山
口
県
防
府
市
か
ら
遠
路
駈
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
野
原
さ
ん
は
。
川
島
前
代

表
の
告
別
式
に
参
列
予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
の
為
か
な
わ
ず
、
そ
の
後
川
島
宅

へ
お
悔
や
み
に
出
向
く
と
の
申
し
出
を
頂
い
て
い
た
が
、
浦
向
道
「
川
島
橋
」

の
架
橋
工
事
に
合
わ
せ
て
来
新
、
参
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

川
島
前
代
表
の
葬
儀
の
際
山
口
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
参
列
さ
れ
た
林
一
夫

氏
に
浦
向
道
の
橋
を
「
川
島
橋
」
と
命
名
し
た
い
旨
を
お
伝
え
し
て
い
た
が
、

そ
れ
に
賛
同
さ
れ
た
山
口
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
（
林
、
野
原
、
伊
藤
、
金
光
、

中
島
、
岡
本
の
五
氏
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
頂
い
た
。 

 

工
事
予
定
日
の
数
日
前
か
ら
工
事
の
段
取
り
や
、
完
工
後
の
お
祝
い
な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
工
具
や
供
物
な
ど
を
準
備
し
当
日
を
迎
え
た
。 

当
日
は
暑
く
も
無
く
、
寒
く
も
無
く
、
無
風
で
快
晴
。
素
晴
ら
し
い
お
天
気
に

恵
ま
れ
た
。 

 
 

 
 

 

丸
木
橋
の
撤
去
作
業 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

新
橋
の
組
立 

予
定
の
８
時
３
０
分
前
に
は
全
員
が
林
道
登
山
口
に
集
結
し
、
本
日
の
段
取
り

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
と
お
願
い
し
た
。 

架
橋
現
場
ま
で
登
る
途
中
、
川
島
前
代
表
が
急
逝
し
た
現
場
で
全
員
が
線
香
を

供
え
、
植
平
さ
ん
が
導
師
と
な
っ
て
般
若
心
経
唱
え
さ
せ
て
頂
い
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
各
々
が
工
具
や
お
供
え
物
な
ど
を
手
に
し
て
架
橋
現

場
に
到
着
。
早
速
旧
橋
の
撤
去
に
着
手
す
る
。 

 
 

 
 

 

新
橋
の
組
立
作
業 

こ
の
橋
の
下
の
陥
没
は
、
左
右
が
急
勾
配
で
落
ち
込
み
、
足
元
は
木
の
根
で
繋

が
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
下
は
完
全
な
空
洞
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
橋
の
下
で

作
業
す
る
瀧
本
、
児
嶋
の
両
名
は
ハ
ー
ネ
ス
と
ザ
イ
ル
で
体
を
確
保
し
て
作
業

し
て
い
た
だ
い
た
。 

足
元
の
踏
み
板
を
バ
ー
ル
で
外
し
、
７
ｍ
の
丸
太
３
本
を
手
前
に
引
き
寄
せ
る

が
、
長
さ
と
重
さ
に
加
え
足
元
が
斜
面
な
の
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
持
参
の
梶
野
君
が
１
．
５
ｍ
～
２
ｍ
位
に
小
切
り
運
搬
を
容
易
に
し
て

く
れ
た
。 

作
業
人
数
が
多
い
の
で
撤
去
作
業
は
順
調
に
進
み
、
約
３
０
分
で
旧
橋
は
完
全

に
撤
去
で
き
た
。
続
い
て
新
橋
の
組
み
立
て
作
業
に
入
る
。 



 
 

 
 

 

「
川
島
橋
」
看
板
設
置 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 

 

「
川
島
橋
」
の
安
全
祈
願 

 

長
さ
５
ｍ
の
主
桁
は
旧
橋
撤
去
前
に
渡
し
て
い
た
の
で
、
主
桁
を
縦
に
置
き
左

右
を
繋
ぐ
横
板
を
取
り
付
け
る
。
両
端
の
横
板
が
固
定
さ
れ
て
、
橋
の
位
置
決

め
や
水
準
調
整
を
行
う
。
手
摺
用
の
パ
イ
プ
を
取
り
付
け
て
、
床
板
の
エ
キ
ス

パ
ン
ド
メ
タ
ル
５
枚
を
取
り
付
け
た
。
ボ
ル
ト
の
締
め
付
け
で
、
数
カ
所
が
メ

ッ
キ
の
厚
み
の
た
め
か
締
ま
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
後
日
タ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
て
締
め
直
す
こ
と
と
し
た
。
最
後
に
手
摺
用
パ
イ
プ
に
チ
ェ
ー
ン
を
取

り
付
け
て
「
川
島
橋
」
が
完
成
し
た
。 

新
橋
の
組
み
立
て
は
２
時
間
少
々
で
終
了
し
た
。 

尚
、
植
平
さ
ん
は
橋
桁
下
の
崩
落
状
態
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
で
ス
テ
ー
を
取
り
、
安

全
対
策
を
講
じ
る
処
置
を
後
日
行
わ
れ
る
。 

道
具
類
の
片
付
け
と
併
せ
て
、
山
川
、
梶
野
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
組
は
橋
直
近
の

立
木
を
倒
す
作
業
を
行
う
。
強
風
な
ど
で
立
木
が
大
き
く
揺
れ
る
、
或
い
は
傾

い
た
場
合
、
橋
桁
下
の
土
台
が
一
緒
に
傾
く
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。 

完
工
し
た
新
橋
の
行
仙
宿
側
と
浦
向
側
そ
れ
ぞ
れ
に
「
川
島
橋
」
と
表
記
し
た

看
板
を
設
置
し
た
。  

 
 
 

 

「
川
島
橋
」
の
看
板 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

渡
り
初
め 

 

新
橋
の
行
仙
宿
側
に
テ
ー
ブ
ル
を
広
げ
、
お
供
え
物
（
大
根
、
人
参
、
茄
子
、

里
芋
、
ミ
カ
ン
、
リ
ン
ゴ
、
キ
ウ
イ
、
清
酒
と
紅
白
の
餅
２
０
箱
）
を
置
く
。 

通
常
、
神
式
で
執
り
行
う
安
全
祈
願
で
あ
る
が
、
奥
駈
道
に
続
く
場
所
で
あ
る

の
で
、
榊
を
奉
納
、
般
若
心
経
を
唱
え
る
神
仏
習
合
方
式
で
行
っ
た
。 

各
自
、
２
礼
２
拍
１
礼
で
榊
を
奉
納
し
、
橋
の
安
全
を
祈
願
し
た
。 

 

架
橋
現
場
で
の
行
事
は
全
て
終
了
、
全
員
行
仙
宿
へ
向
か
っ
た
。
途
中
の
送

電
線
下
の
伐
採
さ
れ
た
木
を
薪
材
用
に
小
屋
迄
運
ぶ
。 

昼
食
後
、
薪
造
り
や
小
屋
内
の
清
掃
な
ど
を
行
い
、
下
山
、
解
散
し
た
。 

 
 

 

「
川
島
橋
」
の
設
置
に
関
し
て
、
植
平
会
長
様
に
は
特
段
の
御
配
意
を
賜
り

完
工
を
迎
え
た
こ
と
に
対
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
、
２
１
名
の
多
く
の
仲
間
が
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
山
口
グ
ル



ー
プ
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
協
力
を
頂
い
た
。 

川
島
も
高
い
と
こ
ろ
か
ら
「
立
派
な
橋
が
出
来
た
や
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。 

  

(

記
；
沖
崎 

写
真
；
梶
野)

 

  

行
動
タ
イ
ム 

08

：30

登
山
口
→08

：45

川
島
前
代
表
の
慰
霊
→09

：22

架
橋
現
場
→09

：

52

旧
橋
撤
去
完
了
→10

：56

新
橋
の
組
立
完
了
→11

：25

安
全
祈
願
→12

：

21

行
仙
宿14

：10

→14

：45

登
山
口 

 


